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主に視覚に障がいのある人に情報を伝えるため、右のような音声コー
ドが掲載されている印刷物があります。これは、専用の活字文書読み上
げ装置を使うことで、活字の情報を音声で聞くことができるものです。

※一部のスマートフォンアプリでも読み取りができます。
※音声コードの位置を確認するには、横にある”切り欠き”（半円にカットされた穴）
を手がかりに探すことができます。

心のバリアフリーと「共生社会」

障がい特性に対応した心のバリアフリー

　聴覚障がい

　視覚障がい

　色弱（色覚異常）

　盲ろう

　肢体不自由

　内部障がい

　知的障がい

　発達障がい

　精神障がい

　高次脳機能障がい

　言語障がい

　難病

　高齢者／認知症

街の中のバリアフリー 知っていますか？

　視覚障害者誘導用ブロック

　多目的（多機能）トイレ

　障がい者等用駐車スペース

　歩行者に優しい信号機
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心のバリアフリー推進マーク

心のバリアフリーをより多くの人に広めるために、
札幌市が募集を行って作ったマークです。

心のバリアフリーと「共生社会」
目次

皆さんは「共生社会」という言葉を聞いたことがありますか？ 障がいの有無、年
齢、性別にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う社会のことです。
「共生社会」の実現のためには、高齢の人や障がいのある人にとってどんなことが
バリア（障壁）になっているのかを、みんなで一緒に考え、バリアを取り除いていく
ことが必要です。
高齢の人や障がいのある人も含めた全ての人にとって住みやすい社会、全ての人
がお互いの価値を認め、支え合っていく「共生社会」を、みんなで協力して目指して
いきましょう。

障がい特性に対応した心のバリアフリー
障がいなどのそれぞれの特性やどんなことに困っているのかをよく理解した上
で、どのような配慮が必要なのかを考えて、適切な方法でお手伝いをしましょう。

「障壁」ともいいます。障がいのある人や高齢の人にとっては、生活

の中で感じるさまざまな不便さや困りごとのことです。
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バリアフリーとは「バリアをなくす」ことです。
障がいのある人や高齢の人にとっては、不便さや困りごとをなくす
ことです。
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障がいのある人や高齢の人に対して「かわいそう」と思ったり、
「変わっているな」と思ったりする、心の中にある見えない壁（心の
バリア）をなくして、一人ひとりが多様な人を思いやり、行動を起こ
すことです。

しょう おもこう れい

か おも こころ こころなか み かべ

ば り あ ひとり た よう ひと おも こう どう お

ひとひと たい

心のバリアフリー
ばこころ り あ ふ り ー

ってなんだろう？

音声コード音声コードって？

みな きょう せい しゃ かい こと ば き しょう う む ねん

れい

きょう せい しゃ かい じつ げん こう れい しょうひと ひと

ば り あ ば り あしょう へき いっ しょ かんが と のぞ

ひつ よう

こう れい ひと しょう ひと ふく すべ ひと す しゃ かい すべ ひと

ち みと ささ あ きょう せい しゃ かい きょうりょく め ざたが か

せい べつ だれ そう ご じん かく こ せい そん ちょう ささ あ しゃ かい

こころ ば り あ ふ り ー きょう せい しゃ かい

しょう とく せい たい おう こころ ば り あ ふ り ー

しょう とく せい こま り かい うえ

はい りょ ひつ よう かんが てき せつ ほう ほう て つだ

こころ ば り あ ふ り ー すい しん ま ー く

こころ

さっ ぽろ し ぼ しゅう おこな つく ま ー く

ば り あ ふ り ー おお ひと ひろ

もく じ

こころ ば り あ ふ り ー ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

ぺ ー じ

きょう せい しゃ かい

しょう こころとく せい たい おう ば り あ ふ り ー

ちょうかくしょう

し かく しょう

しきじゃく しき かく い じょう

もう

し たい ふ じ ゆう

ない ぶ しょう

ち てきしょう

はっ たつ しょう

せい しん しょう

こう じ のう き のうしょう

げん ご しょう

なん びょう

こう れい しゃ にん ち しょう

まち なか ば り あ ふ り ー し

し かくしょうがい しゃ ゆう どう よう ぶ ろ っ く

た もく てき た き のう と い れ

しょう しゃ とう ようちゅうしゃ す ぺ ー す

ほ こう しゃ やさ しん ごう き

おん せい こ ー ど
おん せい こ ー ど

いち ぶ す ま ー と ふ ぉ ん あ ぷ り よ と

おん せい こ ー ど い ち かく にん よこ き か はん えん か っ と あな

て さが

おも し かく しょう ひと じょう ほう つた みぎ おん せい こ ー

ど けい さい いん さつ ぶつ せん よう かつ じ ぶん しょ よ あ

そう ち つか かつ じ じょうほう おん せい き



2 3

共　生
ともいき

こころの まちづくり
Tomoiki

事故のため

電車が遅れ
ております

おてつだい

列車などの遅延や災害時の放送などが聞
こえず状況を判断することができない場合
があります。

補聴器を着けている人もいますが、補聴
器で音を大きくしても明瞭に聞こえている
とは限りません。
耳元で大きな
声を出されても
伝わらないこと
があります。

聴覚障がい
聴覚障がいは、音が聞こえない、または聞こえにくい状態をいいます。「ろう者」は、全
く聞こえない人、「難聴者」は、少し聞こえる人です。「中途失聴者」は、言葉を身につけた
後、聞こえなくなった人たちです。コミュニケーションの手段には、「手話」「筆談」「口話」
「身振り手振り」などがあり、また声を出して話せる人と、話すのが難しい人がいます。聴
覚障がいのある人全員が手話を使えるとは限りません。
耳からの情報が得にくいため、文字や図などの視覚（目）により情報を得ています。手
話通訳や要約筆記などの支援を受けて社会参加しています。

困っていることを理解しましょう

右手の人さし指と中
指を重ねて額の中央部
に当てる。(時計の長針
と短針が、12時を指し
ていることを表わす)

両手の人さし指を立
てて向かい合わせた
後に、そのまま両方の
指を曲げる。

右手の人差し指を
伸ばして、左右に２回
位振る。

左手の親指だけ伸
ばして、右手のひらで
２回程、押す。（相手を
助けるという表現）

耳マーク・手話マーク・筆談マーク

一般社団法人 
全日本難聴者・
中途失聴者団体連合会

ろう者等が、手話や筆談での対応をお願いするために提示
したり、窓口等で、手話ができる人がいることや、筆談で対応
することを知らせるために掲示したりして使うマークです。

一般財団法人 全日本ろうあ連盟

【耳マーク】
【手話マーク】 【筆談マーク】

外見からは分かりにくい障がいです。また、
耳からの情報を得ることが難しいので、状況を

判断できずに、途方にくれることがあります。
聞こえの程度はさまざまです。難聴者の中
には、補聴器をつけてもはっきり聞こえない人
も多くいます。

こんなことに配慮しましょう

聴覚障がいのある人でも、聞こえの程度や
聞こえなくなった時期などによって、それぞ
れコミュニケーションの手段が異なります。

聴覚障がいのある人に情報を求められた
ら、話の内容を紙に書いたり、ゆっくりはっ
きり話したり、身振りあるいは手話などを
使ったりして伝えてください。相手に伝えよ
うという気持ちが大切です。

手話を使用している人とは、何かひとつでも
手話を使って会話ができるといいですね。
手話は手だけを使うのではなく、表情も一

緒につけるとより伝わりやすくなります。
ただし、聴覚障がいのある人全員が手話を
使えるわけではないので、注意してください。

聞こえが不自由なこと
を表すマークです。

耳マークや手話などによって聴覚障がい
のある人だと分かったら、筆談など相手の
望む方法でコミュニケーションをとってく
ださい。

書くものを持っていない時は、携帯画面に
文字を入力して見せる方法もあります。

筆談できるアプリ
もあります。

1 2 1 2

こんにちは お手伝いしますか？
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信号が青に
なりましたよ

視覚障がいのある人が外出の際に最も不安に感
じるのは、横断歩道を渡るときです。
音響式信号機など（21ページ）がない場合には、周
りの人や車の音を頼りに渡ることになります。

スマートフォンの画面を見ながら歩
いている人（歩きスマホの人）とぶつ
かることがあります。
危険ですので、歩きスマホはしない
ようにしましょう。

視覚障がいのある人は、「あっち」「こっち」「そっち」
などの指示語を使って説明されても分かりません。

白杖を持って
いる人は、全員が
全盲ではなく、弱
視の人もいます。

困っていることを理解しましょう

一般に、目が見える人は情報の80％以上
を視覚から得ているといわれています。視覚
障がいのある人は、周囲の音やにおい、風の
流れ、皮膚の感覚などの視覚以外の感覚を
使って生活しています。一人で歩くこと、文字
の読み書き、日常生活のさまざまな動作が

困難になります。また、音声による手がかり
が的確に得られないと、周囲の状況を知る
ことが困難になります。歩くときは、白杖や
盲導犬によって安全性を確認していますが、
歩道に物が置いてあるなど、いつもと状況
が異なるような場合や、慣れていない場所で
は一人で移動することが難しいです。

盲人のための国際シンボルマーク

誘導する時には、白杖の反対側に立って
自分の腕や肩に触れさせ、半歩前を歩いて
ください。誘導中は安全に気を配りなが
ら、周囲の様子などを伝えてください。 音響式信号機がない横断歩道では、渡る

タイミングを伝えるだけでも、視覚障がい
のある人は安心して渡ることができます。

物の位置を伝えるときには、直接手で触
れてもらうようにしてください。
また、「あなたの右側」、「○時の方向」な
ど基準となる言葉を添えましょう。

視覚障がい
視覚障がいは、視力と視野の障がいがあります。
視力障がいには全盲と弱視があります。全盲の人は文字を読めないので、点字を読ん
だり、録音された音声を聞いたりします。全盲の人は視覚障がい者の2割程度と言われま
す。一方、弱視の人は見えづらさにも個人差があり、中には目の見える人と同じように印
刷した文字や拡大した文字を読む人もいます。視覚障がいのある人が全員、点字を使え
るとは限りません。
また、視野障がいとは、目を動かさないで見たときに見える範囲が狭いことをいいま
す。目からの情報が得にくいため、音声や手で触ることなどにより情報を得ています。

こんなことに配慮しましょう

視覚障がいのある人が、何かを探していた
り、不安そうな表情をしていたりなどの様子

であれば、まず声をかけてください。また、
横断歩道前や駅のホームなどの危険な場所
を歩いている場合には、ためらわずに声をか
けてください。

社会福祉法人
日本盲人福祉委員会

視覚障害者の安全やバリア
フリーに考慮された建物や設
備、信号機等の機器などに付
けられているマークです。
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あおしん ごう

ち つたもの い て ふちょくせつ

じみぎ がわ

ば そき じゅん こと

こうほう

もう じん こく さい し ん ぼ る ま ー く

し かくしょうがいしゃ ば り あ

ふ り こう りょ たて もの せつ

び しん ごう き とう き き つ

ま ー く

あん ぜん

ー

しゃ かい ふく し ほう じん

に ほん もう じんふく し い いん かい

ひと

す ま ー ふと ぉ ん

ひと
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こんにちは

緑と赤

黒と赤

灰色とピンク

カラーユニバーサルデザイン認証マーク

特定非営利活動法人 ＣＵＤＯ（Color Universal Design Organization）

色覚の個人差を問わず、できるだけ多くの人に「情報の伝わりやすさ」や「使いやすさ」
を配慮してデザイン（カラーユニバーサルデザイン）されていると認められた印刷物、製
品類、施設などに、認証機構であるＮＰＯ法人ＣＵＤＯから与えられるマークです。

色弱（色覚異常）
色弱（色覚異常）とは、色の見え方や感じ方が、色弱（色覚異常）のない人たちと
異なっている状態をいいます。人の目の網膜には、赤、緑、青を感じ取る視物質があ
り、これらの働きによって色を認識しています。しかし、色弱（色覚異常）の人はこ
の視物質が欠けていたり、十分な働きをしていません。そのため、特定の色の区別
が難しかったり、文字や情報を見落としたりしてしまうことがあります。

盲ろう
視覚と聴覚の両方に障がいのある人を盲ろう者といいます。全く見えなく聴こえ
ない人だけでなく、少し見えたり聴こえたりする人を含み、視覚や聴覚の単独の障
がいとは異なり、個別性と多様性が高い独自の障がいとされています。全く見えな
くて全く聞こえない「全盲ろう」、全く見えなくて少し聞こえる「全盲難聴」、少し見
えて全く聞こえない「弱視ろう」、少し見えて少し聞こえる「弱視難聴」の大きく4つ
に分けられます。障がいの発症順や他の障がいとの重複などにより、その障がい
の程度や状態は人によってさまざまです。
視覚、聴覚障がいに対する単独の援助に加え、手書き文字や触手話のような独自
のコミュニケーションの援助が必要になります。社会生活の多くの場面で、盲ろう者
とのコミュニケーションに習熟した専門の“通訳・介助員”の助けが必要となります。

困っていることを理解しましょう

色弱（色覚異常）の人が区別することが
難しい色の組み合わせを知ってください。

代表的なものは緑と赤です。緑色の黒板
に赤色のチョークで文字が書かれている
場合には、文字が書いてあることにすら
気が付かない人もいます。

区別しにくい色の組み合わせ例 見え方の例

手書き文字 音声 触手話

一般色覚（C型） P型 D型 T型

こんなことに配慮しましょう
色弱（色覚異常）の人は、日本では男性
の20人に1人（5％）、女性の500人に1人
（0.2％）、日本全体では320万人以上い

るとされています。これらの人は、一部の
色の組み合わせについて色の感じ方が異
なるため、日頃から区別しにくい色の組み
合わせを避けるように心がけましょう。

困っていることを理解しましょう

視覚や聴覚からの情報を入手すること
が難しいため、人とコミュニケーションを

とることや外出など一人で移動すること、
新聞・テレビ・パソコンやスマートフォンな
どから社会情勢など情報を入手すること
に困難が生じます。

こんなことに配慮しましょう
盲ろうかもしれない人に出会ったら、そっ
と肩や腕に触れてから手をとり、自分の人差
し指で盲ろう者の手のひらに、ひらがななど
でゆっくり大きめに文字を書いて話しかけ
てみましょう。または、盲ろう者の真正面に
立って、大きく口をあけてゆっくり話しかけ

てみましょう。盲ろう者が聞き取れなくても、
我慢強く、時間をかけてコミュニケーション
をとることが大切です。音と光のない世界で
生活し、孤独感を持ちやすい盲ろう者にとっ
て、人との出会いが、社会と自分をつなぐ大
切な「架け橋」となり、さまざまな支援を受け
るための第一歩となる可能性があります。

盲ろう者の手のひらに指
でひらがななどを書いて伝
えます。

盲ろう者の真正面に立っ
て、大きく口をあけて、ゆっく
り話しかけることで伝えます。

話者の手話の形や位置を
盲ろう者が手で直接触れるこ
とで読み取ります。

しき じゃく しき もう

こと

はたら

か

いろ み かた

め

かん

ひとじょうたい

むずか
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まった

なんもうぜん

み

みすこ
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し ほうりょう

わ
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すこ すこ
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せいよう
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き ひと ふく

しょうたか じどく

み

み
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たん どく

じゅくしゅう

えん じょ ひつ よう

せん もん

えん じょ じ

かつ

じょ

しょく

おお

いん

しゅ わ どく じ

ば

て

めん もう

くわ

しゃ しゃ

つう

が

かい

やく

も

せい

かい ひつ ようたす

こ み ゅ に け ー し ょ ん

こ み ゅ に け ー し ょ ん

こま り かい

し かく ちょうかく じょうほう にゅうしゅ

ひとむずか

しん

しゃ

こん

ぶん て れ び ぱ そ こ ん

かい

なん

がい

じょう

しょう

しゅつ

せい じょう ほう

こ み ゅ に け ー し ょ ん

いひとり どう

はい りょ

もう が まん づよ こ み ゅ に け ー し ょ んじ かん

もう しゃ き と

せい かつ

で あ

こ どく かん も もう しゃ

ひと

せつ

ひと で あ

てふ

て

じ ぶん ひと さかた うで

もう しゃゆび

も じおお か はな

もう しゃ ま しょうめん

た おお くち はな

す ま ー と ふ ぉ ん

にゅうしゅ

たい せつ せ かいおと ひかり

じ ぶんしゃ かい たい

か はし し えん う

だい いっ ぽ か のう せい

て が も じ おん せい しょく しゅ わ

もう

か つた

しゃ て ゆび もう

おお くち

はな つた

わ しゃ

ちょくせつ

しゅ わ かたち い ち

もう

よ

しゃ ま しょうめん た

しゃ

と

て ふ

ぱーせんと
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視覚に障がいがある人が、
街中を安全に歩けるように障
害物を避けたり、車の接近な
どの危険を知らせたりしま
す。ハーネス（胴輪）を付けて
いるのが特徴です。

肢体に障がいがある人の手
足となって、落し物を拾って
渡したり、ドアを開けたり、着
替えを手伝ったりと活躍しま
す。外出時には介助犬と書か
れた表示を付けています。

聴覚に障がいがある人に代
わって、電話の呼び出し音や車
のクラクションなどを聞き分
け、それを知らせるとともに必
要に応じて音源への誘導を行
います。外出時には聴導犬と書
かれた表示を付けています。

車いす利用者は、出入口に段差があると
通れません。また、エレベーターがないと上
の階に行けません。

車いすで走行中に、歩いている人の持っ
ているカサやかばんがぶつかることがあり
ます。

側溝のふたの目の粗いところ、歩道のタ
イルの割れ目などに車いすの前輪がはまっ
てしまうことがあります。

歩道や車いす利用者などのためのスロー
プに自転車などの障害物が置かれていたり、
狭い道路にお店の看板があったりすると、車
いす利用者が通れないことがあります。

困っていることを理解しましょう
車いすを使っていると、地面の段差や傾斜、
物が置いてあって狭くなっている道で立ち往生

してしまうことがあります。また、車いすの前輪
は小さいので、溝にはまってしまうと、自力で抜
け出すことができなくなることがあります。

ほじょ犬マーク

肢体不自由
肢体不自由とは、手や足、身体のどこかが動かない、あるいは動かしにくい状態にあ
ることです。例えば、手足などの関節が曲がったまま固まってしまう、身体に力が入らな
い、手足が自分の思いとは関係なく動いてしまうなど、さまざまな状態があります。
肢体不自由の人は、車いすや杖などを使うことがあります。

こんなことに配慮しましょう
誰にでも、いつでもできる支援は、歩
道などをふさぐように物を置かないこ
と、歩道をふさいでいる物を取り除くこ
とです。車いすや杖を使用している人の
通行を妨げないようにし、車いすや杖を
使っている人の手が届かない場所にあ
る物を取る、ボタンを代わりに押す、乗り
降りしやすいようにドアを開けておくと
いったことも大切な支援です。

身体障がい者補助犬
身体障がい者補助犬は、「身体障害者補助犬法」で定められている
盲導犬、介助犬、聴導犬の総称です。「身体障害者補助犬法」により、
交通機関などの公共施設だけでなく、不特定多数の人が利用する病
院、レストランなどでも補助犬の同伴が認められています。身体障が
い者補助犬はペットではありません。飼い主に無断で、話しかけたり、
触ったりすることや食べ物、水などを与えることはやめましょう。

エレベーターなどで車
いす利用者の手が届かな
いときには、「ボタンを押
しましょうか」、「何階です
か」と声をかけましょう。
また、乗り降り
しやすいようにド
アを開けておき
ましょう。

補助犬同伴の啓発の
ためのマークです。

盲導犬 介助犬 聴導犬

し たい ふ じ ゆう

ちょうかく しょう ひと か

でん わ よ だ おん くるま
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ぷ じ てん しゃ しょうがい ぶつ お
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しん たいしょう しゃ ほ じょ けん けん ま ー く

し たい ふ じ ゆう

し たい ふ じ ゆう
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１番乗り場の
バスですよ。

○○行きの
バスですよ。

毎日利用しているバスは分かって
も、目的地が変わると分からなかった
り、案内図や時刻表が読めなかったり
する人もいます。

知的障がいのある人は「何に困っていて、
どうしたいのか」をうまく伝えられない場合
があります。まずは、「困っている内容」や
「何を支援したらよいか」を周りが理解する
ことが大切です。支援の内容や方法を尋ね
るときには答えやすいように、「はい」や「い
いえ」で答えられる質問あるいは答えを選
ぶことのできる質問で尋ねてください。
説明するときは、ゆっくり、簡単な言葉

を使って、具体的に伝えてください。言葉
だけでなく、文字や絵を描いて示したり、
ジェスチャーを使ったりするとより伝わ
りやすい場合があります。
知的障がいのある人と話すときは簡単
な言葉を使う配慮が必要ですが、それは
子どもに対する話し方をすることではあ
りません。その年齢にふさわしい態度で
接してください。

内部障がい
内部障がいとは、心臓や腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、肝臓のいずれかの障が
い、あるいはヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）による免疫機能の障がいの総称です。身
体の中の障がいのため、外見からは病気なのか、元気なのかが分かりにくいというこ
とについて、周囲の人の理解が必要です。
一般に疲れやすく、長い時間立っていることや長い距離を歩くことが難しい状態です。 

困っていることを理解しましょう

疲れやすいので、乗り物に乗ったときは
座りたいと思うものの、周りの人には障が
いがあることが分からないので、席を譲っ
てもらえないことがあります。また、歩いて
いる途中で休める場所がほしい、少しでも

歩く距離を短くしたいと思っていますが、
休む場所がない、建物から離れた場所にし
か車を停められないということがしばしば
起こります。頻繁にトイレに行く必要のあ
る人、ベッドなどの設備が整ったトイレを
必要としている人は、外出中も自分が使え
るトイレがあるかどうかが気になります。

困っていることを理解しましょう

普段よく行く店での買い物や毎日利用し
ているバスや電車など、慣れていることやパ
ターンが決まっていることは見通しがつくの
で、困らずに行動できることが多いです。

一方、未経験なことや慣れない場所、初め
て会う人とのやりとりは、どうしてよいのか
分からなくなったり、大きな不安を感じたり
してうまく行動できないことがあります。ま
た、難しい言葉や複雑な文章、抽象的な事
柄などを理解することが苦手です。

こんなことに配慮しましょう
ヘルプマークを着けている人を見かけた
ら席を譲りましょう。また、内部障がいの
ある人だと分かったら、声をかけて気持ち
よく席を譲りましょう。
また、心臓ペースメーカーは、電磁波で
誤作動を起こす可能性があるといわれて
います。優先席付近などでは、携帯電話な
どの電源を切っておくようにしましょう。

札幌市保健福祉局
障がい保健福祉部障がい福祉課

義足や人工関節を使用している
人、内部障がいや難病の人、または
妊娠初期の人など、外見から分か
らなくても援助や配慮を必要とし
ている人たちのためのマークです。

特定非営利活動法人
ハート・プラスの会

「身体内部（心臓、呼
吸機能、じん臓、膀胱、
直腸、小腸、免疫機能）
に障害がある人」を表す
マークです。

ヘルプマーク ハート・プラスマーク

知的障がい
知的障がいとは、知的機能の障がいがおおむね18歳までに現れ、日常生活に支
障が生じているため、何らかの特別な支援を要する状態にあるものとされていま
す。知的障がいの状態は、人によってさまざまです。

乗るバスを説明する時には、「1番乗り場、○○
行き」など具体的に伝えてください。
乗り場まで一緒に行ったり、運転士さんにそ
の人の行き先や降りるバス停を伝えたりすると、
より安心してバスを利用することができます。

ない ぶ しょう ち てき しょう

ない ぶ しょう こ きゅう きしん ぞう じん ぞう ぼう こう ちょくちょう しょうちょう かん ぞう しょう

ひ と めん えき ふ ぜん めん えき き のう そうしょうしょう しんう い る す えいち あいぶい

たい なか しょう がいけん びょう き げん き わ

しゅう い り かい ひつ ようひと

いっ ぱん つか なが なが ある むずかじ かん た きょ り じょうたい

ち てきしょう ち てき き のう しょう さい あらわ にちじょうせい かつ し

しょう しょう なん とく べつ し えん よう じょうたい

ち てきしょう じょうたい ひと

ぎ そく じん こう かん せつ し よう

ひと ない ひとぶ しょう なんびょう

にん しん しょ き ひと がい けん わ

えん じょ はいりょ ひつよう

ひと ま ー く

しん たい ない ぶ しん ぞう こ

きゅう き のう ぼう こうぞう

ちょくちょう しょうちょう めん えき き のう

しょうがい ひと あらわ

ま ー く

の ば す せつめい とき ばん の ば

い ぐ たいてき つた

の ば いっ しょ い うん てん し

ひと い さき お ば す てい つた

あんしん ば す り よう

まい にち り よう ば す わ

もく てき ち か わ

あん ない ず じ こくひょう よ

ひと

ち てきしょう ひと なに こま

つた ば あい

こま ない よう

なに し えん まわ り かい

たい せつ し えん ない よう ほう ほう たず

こた

こた しつ もん こた えら

しつ もん たず

せつ めい かん たん こと ば

つか ぐ たい てき つた こと ば

も じ え か しめ

じ ぇ す ち ゃ ー つか つた

ば あい

ち てき しょう ひと はな かん たん

こと ば つか はい りょ ひつ よう

こ たい はな かた

ねん れい たい ど

せっ

いっ ぽう み けい けん な ば しょ はじ

あ ひと

わ おお ふ あん かん

こう どう

むずか こと ば ふく ざつ ぶんしょう ちゅうしょうてき こと

がら り かい にが て

ふ だん い みせ かい もの まい にち り よう

でん しゃば す な ぱ

た ー ん き み とお

こま こう どう おお
つか の もの の

すわ おも まわ ひと しょう

わ せき ゆず

ある

と ちゅう やす ば しょ すこ

ある きょ り みじか おも

やす ば しょ たて もの はな ば しょ

くるま と

お ひん ぱん ひつ ようと い れ い

ひと べ っ ど せつ び ととの と い れ

ひつ よう ひと がいしゅつちゅう じ ぶん つか

と い れ き

つへ る ぷ ま ー く ひと み

せき ゆず ない ぶ しょう

ひと わ こえ き も

せき ゆず

しん ぞう ぺ でん じ はー す め ー か ー

ご さ どう か のう せいお

ゆう せん せき ふ きん けい たい でん わ

でん げん き

こま り かい

こま り かい

はい りょ

い

ば す

ばん の

ば す

ば

しょう ほ けん ふく し ぶ しょう ふく し か

さっ ぽろ し ほ けん ふく し きょく

は ー と ぷ ら す かい

とく てい ひ えい り かつ どう ほう じん

へ る ぷ ま ー く は ー と  ぷ ら す ま ー く
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並び方が
いつもと違う！

○△×・・・
○△×・・・

○△×・・・

5分待って
ください右から

3番目の棚に
あります

うん、
 うん

なるほど
話しかけるときは、ゆっくり短く分かりやすい言
葉でお願いします。身振りや絵など目で見て分か
る情報があると伝わりやすいことが多いです。
あいまいな表現は苦手です。｢ちょっと待ってく
ださい｣ではなく｢5分待ってください｣のように具
体的に伝えてください。

いつもと違っていると不安
になります。

コマーシャルの言葉や家族
や職場の会話の一部を繰り
返して言うことがあります。

大きな音が苦手です。

自分の考えをうまくまとめて伝えられないこと
がありますが、問い詰めたり、いくつも続けて質問
したりしないでください。
無理な励ましはストレスになることがありますの
で、本人のペースに合わせた働きかけが大切です。

相談されたときは、自分の意見
は控えめにして、なるべく聞くこ
とを心がけてください。また、話を
聞く時には相手が何を伝えたい
のか根気よく聞いてください。

困っていることを理解しましょう
他人との社会的関係の形成が困難であ
ることや興味や関心が狭く特定のものにこ
だわることを特徴とする広汎性発達障がい
（自閉症、アスペルガー症候群など）や、年
齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、衝

動性、多動性を特徴とする注意欠陥多動性
障がい（ＡＤＨＤ）、基本的には全般的な知
的発達の遅れはないが、聞く、話す、読む、
書く、計算するまたは推論する能力のうち
特定のものの習得と使用に著しい困難を
示す学習障がい（ＬＤ）などがあります。

困っていることを理解しましょう
精神障がいは、外見から障がいを判断す
ることが難しいため、障がいによる状態を
誤解されがちです。例えば、疲労感が強
く、やる気がどうしても起きないという状
態に対して、怠けていると周囲から責めら
れることがあります。また、症状に応じて
服薬している人も少なくありませんが、薬
の副作用である「疲れやすさ」や「朝、なか
なか起きられないこと」などを理解しても
らえないことがあります。

こんなことに配慮しましょう
発達障がいは、外見から障がいを判断す
るのが難しく、読んだり書いたりはできる
のに計算だけがひどく苦手であるなどの場
合は、「やる気がない」と責められることも

あります。
周囲が障がいについて知ることが、支援
の第一歩になります。
いろいろな経験や工夫、周囲の理解に
よって、不安や困難を減らすことが、能力を
発揮していく力につながっていきます。

こんなことに配慮しましょう
人と話すことに対する緊張や不安がとて
も強く、なかなか自分からは声をかけられ
ないことがあります。また、「どうしたのか

な」などとじっと見られたりすると、「自分
を非難している」と感じたりして、その場を
立ち去ってしまうことがあります。
気付いたら、できるだけ早く「何かお手伝
いしましょうか」と声をかけてください。

発達障がい
発達障がいは、脳機能の発達に関係する障がいです。発達障がいのある人は、他人
との関係づくりやコミュニケーションなどがとても苦手ですが、優れた能力が発揮され
ている場合もあり、周りから見てアンバランスな様子が理解されにくい障がいです。

精神障がい
精神障がいは、何らかの精神疾患によって、やる気が起きない、何をやっても楽しめ
ない、勉強が手につかない、眠れないなどのさまざまな症状が現れる障がいです。ま
た、現実にはあり得ないことを信じ込んでしまう（妄想）などの症状がある人もいます。
精神障がいは、脳をはじめとした神経系の病気とも言われており、誰もがかかる
可能性のある病気です。治療や服薬、リハビリテーション、そして周囲の理解など
によって回復し、安定して地域での生活ができるようになる一方、ストレスや服薬
の中断などにより、症状が不安定になることがあります。

はっ たつ しょう せい しん しょう

はっ たつしょう のう き のう はっ たつ かん けい たひとしょう にんはっ たつしょう

かん けい にが て はっ きのうすぐこ み ゅ に け ー し ょ ん りょく

ば あい まわ み あ ん ば ら ん す しょうよう す り かい

せい しんしょう せい しん しっ かん き お なに たのなん

べんきょう て ねむ しょうじょう あらわ しょう

げん じつ え しん こ もう そう しょうじょう ひと

せい しんしょう のう しん けい けい びょう き い だれ

か のう せい り は び り て ー し ょ んびょう き ち りょう ふく やく しゅう い り かい

かい ふく あん てい ち いき せい かつ いっ ぽう す と れ す ふく やく

ちゅうだん しょうじょう ふ あん てい

そう だん じ ぶん い けん

ひか き

こころ はなし

き とき あい て なに つた

きこん き

じ ぶん かんが つた

と つ つづ しつ もん

む り はげ す と れ

ぺ ー す あ

す

ほんにん はたら たい せつ

はな みじか わ こと

ば ねが み ぶ え め み わ

じょうほう つた おお

ひょうげん にが て ま

ふん ま ぐ

たい てき つた

ちが ふ あん

ことこ ま ー し ゃ る ば か ぞく

しょく ば かい わ いち ぶ く

かえ い

おとおお にが て

た にん しゃ かい てき かん けい けい せい こん なん

きょう み かん しん せま とく てい

とくちょう こう はん せい はっ たつしょう

じ へいしょう しょう こう ぐん ねんあ す ぺ る が ー

れい はっ たつ ふ つ あ ちゅう い りょく しょう

しょう き ほん てき ぜん ぱん てき ちえーでぃーえいちでぃー

てき はっ たつ おく き はな よ

どう せい とくちょうた どう せい ちゅう い けっ かん た どう せい

か けい さん すい ろん のうりょく

とく てい しゅう とく し よう こん なんいちじる

しめ がくしゅうしょう えるでぃー

せい しん しょう がい けん しょう はん だん

むずか しょう じょうたい

ご かい たと ひ ろう かん つよ

き お じょう

たい たい なま しゅう い せ

しょうじょう おう

ふく やく ひと すく くすり

ふく さ よう つか あさ

お り かい

み じ ぶん

なん かん ばひ

た さ

き づ はや なに て つだ

こえ

ひと はな たい きんちょう ふ あん

つよ じ ぶん こえ

しゅう い し えんしょう し

だい いっ ぽ

けい けん く ふう しゅう い り かい

ふ あん こん なん のうりょくへ

はっ き ちから

はっ たつしょう がい けん はん だんしょう

むずか よ か

けい さん にが て ば

あい き せ

こま り かい

はい りょ

こま り かい

はい りょ

なら かた

ちが

みぎ

ばん め たな

ふん ま
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言語に障がいのある人は、言葉がうまく
出てこないことがあるので、その人のペー
スに合わせて、優しく接しましょう。プレッ
シャーを与えてしまうと、コミュニケー
ションに対して意欲を失ってしまうことが
あります。

新しいことを覚えられない、約束を忘れてし
まうなど記憶に障がいがある人には、メモやス
ケジュール表など、目に見えるかたちで手助け
をしましょう。

何らかのきっかけでいきなり
泣きだす、怒りだすなど感情の
コントロールが難しい人もいま
す。冷静に話をすることが困難
な場合が多いため、時間をかけ、
落ち着くのを待ちましょう。

高次脳機能障がい
高次脳機能障がいは、交通事故、スポーツ事故、転落事故などによる頭部外傷
や、脳血管障がい、脳腫瘍、低酸素脳症などの脳疾患などにより脳に損傷を受け、
記憶障がい、注意障がい、失語や感情のコントロールの低下といった社会的行動
障がいなどが引き起こされるものです。
高次脳機能障がいの症状は脳の損傷部位によりさまざまであり、後天的な障が
いであるため、これまで当たり前にできていたことができなくなったことへの対応
に、本人も周囲も戸惑ってしまう場面が多くあります。

困っていることを理解しましょう
少し前のことをすぐ忘れてしまう、注意力
が散漫で集中力が続きにくい、言葉がうま
く出てこない、うまく伝えられない、おつり
の計算など簡単な計算ができない、よく

知っているはずの道に迷うことがあります。
会話する際には、ごく普通であるのに、行動
するとなった時に簡単なことができない人
もいます。そういったことから、なかなか周
囲の理解を得ることができません。

困っていることを理解しましょう
失語症は、話すことだけでなく、「聞く」

「読む」「書く」ことも難しくなります。構

音障がいのある人は、発音が不明瞭とな
り、なかなか聞き取ってもらえないことが
あります。

こんなことに配慮しましょう
物事が思い出せない、覚えられないと
いった場合には、必要に応じて言葉で伝
えるだけでなくメモを渡すなどしましょ
う。何らかのきっかけでいきなり泣きだ
す、怒りだすなど感情のコントロールが難
しい人には、冷静に話をすることが困難
な場合が多いため、時間をかけ、落ち着く
のを待ちましょう。

言語障がい
言語障がいは、失語症と構音障がいがあります。
失語症は、脳梗塞、脳卒中や脳腫瘍などにより、脳の一部分が傷ついたために言
葉がうまく使えない状態をいいます。失語症は、聞いて理解することはできます
が、話すことがうまくできず、ぎこちない話し方になる場合や、なめらかに話せるも
のの言い間違いが多く、聞いて理解することも困難になる場合などがあります。さ
らに、全ての言語機能に重度の障がいの起きる「全失語」などもあります。
構音障がいは、会話の内容に問題はありませんが、何らかの原因により発音が正
しくできない状態のことをいいます。ろれつが回らない人や、食べ物を噛んだり、
飲み込んだりすることが難しい人もいます。

こんなことに配慮しましょう
失語症の人には表情がわかるよう、顔を
見ながら、ゆっくりと短いことばや文章でわ
かりやすく話しかけましょう。一度でうまく
伝わらない時は、繰り返して言ったり、別の
ことばに言い換えたり、文字や絵で書いた
り、写真・実物・ジェスチャーで示したりする
と理解しやすくなります。「はい」「いいえ」で
答えられるように問いかけると答えやすくな

ります。話し言葉以外の手段（カレンダー、地
図、時計など身近にあるもの）を用いると、
コミュニケーションの助けとなります。
構音障がいのある人には、わかったふり
をせず、相手の言っていることの傾聴に努
めましょう。どうしても聞き取れない場合
や、発語が困難な場合は、相手の了承を取っ
たうえで、筆談などでコミュニケーションを
とることができます。

げん ご こと ばしょう ひと

で ひと ぺ ー

す あ やさ せっ ぷ れ っ
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たすこ み ゅ に け ー し ょ ん
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こた と こた

すこ まえ わす ちゅう い りょく

さん まん しゅうちゅうりょく こと ばつづ

で つた

けい さん かん たん けい さん

し みち まよ

かい わ ふ つう こう どうさい

とき かん たん ひと

しゅう

い り かい え

もの ごと おも だ おぼ
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め も わた

なん な

おこ かん じょう むずかこ ん と ろ ー る

ひと れい せい はなし こん なん

ば あい おお じ かん お つ

ま
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難病にはさまざまなものがあり、同じ病気
でも人によって、症状が違うこともあります。
また、外見からは難病であることがわかり
づらい人が多いです。困っている様子の人が
いたら、何に困っているのか、一声かけるとこ
ろから始めましょう。

こんなことに配慮しましょう
外見から障がいのあることがわかりに
くく、疾病によってその人に合った理解
と配慮が必要になるため、難病の人だと
分かった場合には、「何かお手伝いでき
ることはありますか」と声掛けからはじ
めましょう。
疾病によっては皮膚など外見に症状が
ある人がいますが、上述したように、ほと
んどの難病はうつる種類の疾病ではあ
りません（遺伝や輸血等でうつる種類も
中にはありますが、一般生活をする中で
うつることはありません）。

難病
難病とは、医学的に明確に定義された病気の名称ではありません。症例数が少な
いものもあり、原因不明で根本的な治療は今のところありません。誰でもかかる可
能性のある病気です。症状や病態に個人差があり、同じ疾病でも、重篤で全面介助
の生活を送っている人もいれば、ほとんど問題なく日常生活を送っている人までさ
まざまです。
外見からは障がいがあることがわかりにくい症例も多いため、社会の理解が得ら
れず、就学・就業など社会生活への参加が進みにくい状態にあります。

困っていることを理解しましょう

こんなことに配慮しましょう困っていることを理解しましょう

一日の中でも症状に変化があり（日内変
動）、日によって変化が大きい等の特徴が
あります。進行性の症状がある疾病では、
大きな周期でよくなったり悪化したりを繰
り返すという難病特有の症状が見られま
す。合併症のある人も多く、治療のために
使用する薬の副作用により別の疾病を発

症する、機能障がいが数年かけて進行する
など、二次障がいも問題となっています。
ほとんどの難病はうつる種類の疾病で
はありませんが、敬遠されてしまうことが
あります。また、疾病によって特徴が違う
ため説明が難しい場合や、疲れやすい・重
い物を持つことができないなど、外見から
はわかりにくい場合があり、理解してもら
えないことがあります。

高齢者
個人差は大きいですが、高齢になるにつれて、音がはっきり聞き取れない、物が
見えづらい、視野が狭くなるなどの老化現象が起こります。また筋力や体力が低下
し、若い頃のように身軽に、思いどおりに身体を動かせず、疲れやすくなります。わ
ずかな段差につまずき、バランスを崩して転びやすくなります。新しい機械の使い
方などを覚える際には時間がかかります。

認知症
認知症の人は、記憶すること、理解や判断することが難しくなり、進行すると日
常生活や社会生活に支障をきたす場合があります。しかし、早期に発見して対応
することで、症状が軽くなることや、遅らせることができます。周囲の人が認知症
について正しい知識をもち、適切に接することで、認知症になっても本人やその家
族が地域で安心して生活を送ることができます。

筋力などが低下してくるため、ちょっとした
段差につまずくことが多くなってきます。

困っていることを理解しましょう こんなことに配慮しましょう

坂道や階段を
上るときにちょっ
と荷物を持っても
らえるととても助
かります。

そこまで荷物を
お持ちしましょうか

認知症の人が
道に迷っていた
ら、家族に連絡す
るか家まで誘導
しましょう。また
は交番に連絡し
てください。

自宅に帰る途中で、道
に迷い、どうやって帰っ
てよいのかが分からな
くなることがあります。

なん びょう こう れい しゃ

にん ち しょう

なんびょう い がく てき めい かく てい ぎ びょう き めいしょう しょうれい すう すく
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かた おぼ さい じ かん
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かえ なん びょう とく ゆう しょうじょう み
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がい けん しょう

しっ ぺい ひと あ り かい

はい りょ ひつ よう なんびょう ひと
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こえ か

しっ ぺい ひ ふ がい けん しょうじょう
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こま り かい

はい りょ

こま り かい はい りょ
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多目的トイレが使えないと困る人がいます

視覚障害者誘導用ブロック

点字ブロックの上に
物や自転車などを置かないようにしましょう

視覚障がいのある人を誘導するためのブロックで、
ブロックの突起を足の裏や杖で確認しながら、突起の
方向に歩くことができるように設置されています。

線状ブロック（誘導ブロック）
視覚障がいのある人に注意を知らせるブロックで、
横断歩道や階段、障害物の前や分岐点に設置されて
います。

点状ブロック（警告ブロック）

●回転できる広いスペースが必要
●便器に移乗するために手すりを使用

車いす使用者
●パウチ（便をためておく袋）から排せつするた
めに汚物流しを使用

オストメイト（人工肛門等保有者）

●乳児からお年寄りまで使用できる多目的シート

ユニバーサルシート
●子どもを座らせるためにベビーチェアを使用

子ども連れ

公益社団法人 日本オストミー協会

人工肛門・人工膀胱を造設している人（オ
ストメイト）のための設備があることを表し
ています。オストメイト対応のトイレの入
口・案内誘導プレートに表示されています。

オストメイトマーク

街の中のバリアフリー 知っていますか？
多目的（多機能）トイレ

点字ブロックは、正式名称を「視覚障害者誘導用ブロック」といい、視覚障がいのあ
る人が安全で快適に移動するための道しるべです。点字ブロックには、線状ブロックと
点状ブロックの2種類があります。原則として、JIS（日本産業規格）の定める形状とされ
ており、色は弱視の人が見やすく、周りとの区別がしやすい黄色とされています。

多目的（多機能）トイレとは、車いす使用者が利用できる広さや手すりなどに加えて、
オストメイト対応の設備、おむつ替えシート、ベビーチェアなどを備えることで、車いす
使用者だけでなく、高齢者、内部障がい者、子ども連れなどの多様な人が利用可能とし
たトイレのことです。なお、最近では、乳児用ベッドに替え、乳児から大人まで使用でき
る「ユニバーサルシート」を設置しているトイレも増えています。

点字ブロックの上やその周囲30cm以
内に物が置かれていると、視覚障がいの
ある人がつまずいたりぶつかったりし
て、とても危険です。点字ブロックの上や
その周囲には物を置かないでください。
もし、ブロック上の障害物に戸惑って
いる視覚障がいのある人を見かけたら、
声をかけて、安全な場所まで誘導してく
ださい。

車いす使用者は、広いスペースが必要
なので多目的トイレを使用しています。
また、筋力が弱っているなどの理由で我
慢できない人もいるので、一般のトイレ
を利用できる人が、多目的トイレを利用
することは控えましょう。

まち なか しば り あ ふ り ー

た もく てき た き のう と い れし かく しょう がい しゃ ゆう どう よう ぶ ろ っ く
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いろ じゃく し ひと み まわ く べつ き いろ

くるま し よう しゃ ひろ す ぺ ー す ひつ よう

た もく てき と い れ し よう

きん りょく よわ り ゆう が

まん ひと いっ ぱん と い れ

り よう ひと た もく り ようてき と い れ
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「加齢に伴って生ずる身体の機能の低下が自動車の運転に影響
を及ぼすおそれ」のある70歳以上の人が運転する車に表示する
マーク（高齢運転者標識）、肢体不自由であることを理由に免許に
条件を付されている人が運転する車に表示するマーク（身体障害
者標識）、聴覚障害であることを理由に免許に条件を付されている
人が運転する車に表示するマーク（聴覚障害者標識）があります。

【高齢運転者標識】 【身体障害者標識】 【聴覚障害者標識】

警察庁交通局、都道府県警察本部交通部、警察署交通課

障がい者等用駐車スペースについて正しく理解しましょう

公益財団法人
日本障害者リハビリテーション協会

障がい者が利用で
きる建物、施設である
ことを明確に表すた
めの世界共通のシン
ボルマークです。この

マークは「すべての障がい者を対象」とした
ものです。特に車いすを利用する障がい者
を限定し、使用されるものではありません。

障害者のための
国際シンボルマーク

色々な運転標識

音響式信号機

歩行者支援信号機

障がい者等用駐車スペース
公共施設や店舗などの駐車場を利用するとき、障害者のための国際シンボルマーク
の表示がついている駐車区画を見ることがあります。この区画は、障がい者等用駐車
スペースで、車いす使用者が車いすから自動車へ容易に乗降できるように、一般の駐
車スペース（幅250cmほど）よりも広い350cm以上を確保することになっています。
また、移動しやすいように建物の入口付近に設けられています。

利用する必要のない人たちが、障がい者等用駐車スペースに停めると、区画数が少ないためす
ぐ満車状態になってしまいます。そうなると、車いす使用者などで本当に必要としている人が使え
ず、駐車場の使用をあきらめることになります。「空いているから」、「少しの間だから」、「建物の入
口に近いから」などの理由で、この区画に停めないようにしましょう。

歩行者に優しい信号機
交差点では、横断している歩行者の安全を図るため、歩行者に優しい信号機として、
警察が「音響式信号機」「高齢者等感応式信号機」「歩行者支援信号機」を設置して、交
通の安全と円滑を図っています。

目の不自由な人に対して「ピヨピヨ」「カッ
コー」などの音響により、横断可能な青信号であ
ることを知らせる信号機です。

目の不自由な人の白杖などに巻かれている反
射テープに反応し、現在の所在地と方向、信号の
状態を音声で案内するものです。
また、赤信号から青信号に変わった時に「信号
が青になりました」と案内します。

高齢者、足の不自由な人などが横断に時間
がかかる場合、歩行者青信号を通常よりも長
くできる信号です。専用の白いボタンを押す
か、「携帯用発信器」を使用することで遠隔操
作が可能です。

高齢者等感応式信号機

しょう しゃ とう よう ちゅう しゃ す ぺ ー す ほ こう しゃ しん ごう  きやさ

しょう しゃ とう よう ちゅう しゃ り かい す ぺ ー す ただ

こう さ てん おう だん ほ こう しゃ ほ こう しゃ しん ごう きあん ぜん はか やさ

けい さつ おんきょうしき しん ごう き しん ごう き しん ごう きこう れい しゃ とう かん のう しき ほ こう しゃ し えん せっ ち こう
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か れい しん たい き のう うん てん えいきょうてい か じ どう しゃともな しょう

およ さい い じょう うん てん ひょう じひと くるま

ま ー く こう れい うん てん しゃひょうしき

ちょうかくしょうがいしゃひょうしき

し たい ふ じ ゆう り ゆう めん きょ
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あした
９：００

声かけしましょう
高齢の人や障がいのある人が困っている様子であれば、「何かお困りで
すか」、「お手伝いしましょうか」と、まず声をかけてみましょう。しかし、周
りの手助けなしで自分でやりたいと思っている人もいます。断られても、善
意は伝わりますので、がっかりしないでください。

よく聞きましょう
困っていることは人によって違います。勝手な思い込みや判断をしない
で、何を手伝ってほしいかをよく聞きましょう。自分だけで手伝うのが難し
いときは、周りの人にも声をかけて手伝ってもらうのも良いでしょう。

配慮を心がけましょう
聴覚障がいの人、内部障がいがある人、おなかがまだ目立たない妊娠初期
の人など、外見からは分かりにくい人がいます。そうした人が、街中などで適
切な配慮を受けられるように「耳マーク」（2ページ）、「ヘルプマーク」（10
ページ）、「マタニティマーク」などのマークがあります。こうしたマークを着
けている人を見かけたら、配慮を心がけましょう。
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こう れい ひと しょう ひと こま よう す なに こま

て つだ こえ まわ
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い つた
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まわ ひと こえ て つだ よ
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はっ こう
さっ ぽろ しちゅうおう く きた じょうにし ちょうめ

札幌市保健福祉局 障がい保健福祉部 障がい福祉課
さっ ぽろ し ほ けん ふく し きょくしょう ほ けん ふく し ぶ ふく し かしょう

でん わ ふ ぁ く す


